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［高志 高 等 学 校 五 1．年 史 ゴ

「福井 商 業 高 等 学 校 六 十年史」

「福井農林高等 学 校 百 年 史」

「坂井農業高等学校五 卜年史」

「丸岡高等学校七十年史」

「北陸学園百年史一
1金井 学園二 十年史一
冖
仁愛 女子高等学校 師年史 I
I
一
丹生高等 学 校五 十 年 史一

1

「武生高等学校 Ff年史」

「武生工 業高等 学 校 三 十 年 史 」

1勝山高等学校 1］1十年史」
’．
勝山南赫 等学校五 十年史 1
一
現 代嗣語 の 基 礎知識 1968年版」

「20世紀 日本大災害 の 記 録」NHK

「豪雪一富山地学会編

1豪雪 の記 録」福井新聞社

「福井新聞縮 刷 版 ・
昭和37年 ・38年」

「日本史小百科 ・災害」

1超異．常気象一根本Jl頂吉著
冖
古事類苑 ・天 の 部」

［i本国語 大 辞典」小学館

1日 本大 百科全 書」小学館

「万 有 百 科 大 事典 　小学館

「理 科年 表 ・2001 年 版 1丸善，国立 大 文台編

　そ の 他 に ，五 卜数 種の 国語辞典類 と数種の 歴史関係

辞典類

2 ．三 八 豪雪の 概要 と思い 出
一

鉄道 マ ン の

立場か ら一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　矢敷 昭男
’

　2，1　私 の 北陸豪雪年の 回顧

　昭和 2 年 1 月 26H よ りの 北陸線 は 五 尺 を一L回
る大雪 に 見舞われ た 。 北陸の 玄関 口 の 柳 ケ 瀬，刀

根，新保等周辺 の 雪害 は 石川，富山 まで 巻 き 込 み

人 々 を大恐怖 に 陥れ た。

　こ の 時に 生 まれ た私 は，小学生 の 時代は気候温

暖な瀬戸 内の 呉 で 過 ご した。雪に 対す る 思 い 出 は

そ の 14 年間 に た だ一
度，坂 道 に あ る高台 に 住 ん

で い た私は，朝，通学 す る 道路 の 2 〜3cm の 積

雪 に 通学 ズ ッ ク裏の 波型跡 の つ くの を楽 しみ な が

τ
、L副 鉄道株熹 羸
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ら，女の 子 が滑 るか ら怖 い とべ ソ をか い て い る の

を 横見に ，嬉 々 と して 通学 し た 覚 え が あ る （昭和

11 年）。

　 また，小学生 は 短 ズ ボ ン に 黒靴下，中学生 は 長

ズ ボ ン に編み一ヒげ靴を は い て 格好 よ く闊歩 す る 姿

に憧れ，早 く中学生 に な りた い な との 思 惑 が寒 い

冬の 感想 で あ っ た G

　 中学生活 は嶺南 に 近 い 舞鶴で 5年を 過 ご し た。

1 年生 で あ っ た 昭和 15 年 の 冬は，北 陸地 方 は 六

尺九 ・亅
．
の 積雪で 三 八豪雪 に 匹敵す る 大雪 で あ っ た

に もか か わ らず，約 40cm の 積雪 で ，宮津線 の

8620 型蒸気機関車 は ，自 ら の 排雪機で 綺 麗な 円

弧を描 い て 雪を吹 き飛ば して ，汽車 フ ァ ン で あ っ

た私を魅 亅
一t
した も の だ っ た （宮津線 栗田〜西舞鶴

間汽車通学）。

　 昭和 20 年は戦争末期 の 統制厳 しい 時代 ，

”
撃ち

て し［Eま ん
”

の 気概 で 雪何 す る もの ぞ で あ っ た 。

北陸金沢 の 地 に あ っ て 最 大積雪 20〔〕cm ，道路 は

踏 み っ け られた雪道 ， 勿論交通機関 の 市内電車 や

バ ス は不通，頼る の は 臼分 の 足 し か な か っ た。医

人の 近 くに下宿 して い た私は，通学 に 天徳院前か

ら住宅街を 通 っ て 通学 して い たが，積雪に 加 え て

屋根か らの 雪下ろ しの 雪 に 庇 まで あ る道 は 歩行か

な わ ず，遠周 りだ が小立野本通 り を 迂 回 せ ざ る を

得 な か っ た。現在 の ように 整備さ れ て な く二 間 く

らい の 道 は駱駝 の 背 の よ うに 起伏 の 激 しい 路面だ っ

た。降雪 も峠を越 え除雪 に な っ た。戦 中 の こ と と

て労働力は近辺 の 人た ち の 勤労奉仕 に よ っ た 。 排

雪は街中 で の こ と排 出す る場所は な く，踏み 込 ま

れ 硬 く凍 っ た 雪 は
”

ツ ル ハシ
”

も跳 ね 返 す硬 さで

あ っ た。こ の 雪塊を
一

尺四方長 さ三 尺位 の 人 きさ

に
”
が ん ど （大鋸）

”
で 挽き山什事 に 使 う

”
背負 子

”

で担 ぎ出す様 fに 感動 した c

　 こ の 脳裏 に 焼 きつ い た 感動が
， 職に っ い た 鉄 道

運 輸業に お い て 自然 の 摂理 と人闇界の 営 み の 葛藤

に 悩 ま され る序説 と な る こ とと は夢に も思わな か っ

た 。

　2．2　福井鉄道 に お ける 三 八 豪雪 の 影響

　入社 して か ら 16 年，鉄道 マ ン と し て 毎 冬 の 雪

に 対す る対応 （除雪準備，方 法，待機，実施） に っ

N 工工
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い て少 し板 に っ い て きた 。

　年末 31 口 に降り出した 雪 に ，お 蕉月 （lH ， 2

日 ）に は 福井市 は 22cm ，大野市 で は 50　cm の積

雪があ り，福井の 神明神社 に は 3 万 人，武生 の お

総社 に は 1 万 5 千人 の 参拝人が，奥越 で は多 くの

ス キ ー客で 賑 っ た。一方，若狭で は雪は な く春 を

思 わ せ る よ う な の ど か な 元旦 を 送 っ た 。

　10 日か ら降り始 め た雪 は例年 ど お りの 降雪 で，

除雪対策 も何 の 疑義も抱かず ， 咋年末 に 開催 さ れ

た 冬期対策会議 に 準拠 して ，作業 に あ た り豪雪な

ど想像 して い な か っ た 。

　表 2−1 は福井鉄道 に お け る 電車 と バ ス の 運 行 よ

りみ た豪雪状況 を 1 月 12 日 以 降 で ま と め た もの

で あ る 。

　2．3　三 八豪雪 の 忘れ られな い 思 い 出

（1）雪 の 挽き出 し

　
”
は じめ に

”
で記述 し た 金沢 で 雪柱 の 搬 出光景，

18 年前の 人雪に 20 年 の 豪雪 を 経験 して い る お じ

い ち ゃ ん が ，自宅前の 雪を橇で 搬雪 して い る間 に，

まね て 鋸 で 雪塊を
．
挽き出そ うとして い るお孫さ ん

の微笑 ま しい 場面を紹介す る （写真 2−1）。 硬 く凍

り踏み っ け られ た 雪 を こ の よ うに して 取 り除 い て

い た 。

表 2−1 福井鉄道の 屯車 お よ びバ ス の 運 行
．
よ りみ た．豪雪状況

L 月 穏 日 か ら 　前 日よ りの 降 雪 （50〜70c皿） に よ り積雪 は 1皿 を超 え，電車は間 引 き運転 を始めパ

ス は大部分が不定期運転 をす る。

［目 L5日か ら 連日 20c皿 位の 降雪によ り，バ ス は 嶺南の 半数，国 道 鵠号線 を除 き休 止。

1月 田 ヨか ら 　田 日と 17 日の 連 日の 猛吹雪によ り降雪 は 70c口 を超 え 積雪 は i．5皿以 上 となる。電

車 は軌道線 全 線運休，鉄 道線 は間 引き 運転 と 部分運 休を する 。

1月 別 日まで 降 雪 も 一時 小 康 状態 とな っ た の で ，運転支 障場所な ど重 点的 に 除雪 が行 われ る。

19 日 夕方 に は市 役所 前〜駅 前間，市役 所前〜田 原 町駅 間を除 き全線開通。

2D 日夕 方 に は 市 役所 前
〜駅 前間，市 役所前

〜
田原 町駅 間が開通。

21 日に は 電車 全線平常 運転 に戻 っ た，

1月 22 日か ら 　早朝よ り 再度の 猛吹雪とな り，23 日に は 大雪注 意報，24 日には 大雪警 報が 発 せ ら

れ ，連 日 40cm 前後 の 降雪 が 続き ，除雪機関車 も身動 きが取れ な く な っ た 。そ の 上．

社 員の 出社 も まま な らず，ZE 日よ り嶺 北の 社員 は本 社
・
西鯖江

・水 落・福井 新
・
仕武

生 ・五 分市
・岡 本 新 ・戸 の 口

・
西田中

・
織田 の 身近 な 各駅 に 出社 し、駅舎 と線路の 除

雪 に 当 た る こ とな っ た。連 日の 雪 は 止む こ とな く，；冊 日と 31日には 50cm の 大雪が 降
・

り積 も り ，積 雪は 3皿 を超 え ，自然の 脅威 になすす べ もな く電車 とバ ス は完 全 に ス ト

ッ プした。

3月 1 日 k雪 も春 を 迎 え 峠が 過ぎ たの か 小降 りとな り．除雪作業 に ピッ チが 上が る 。

2月 2 日か ら 　各線 と も懸 命な る除雪に よ り徐 々 に 開通 区間 を広 げて い き ，バ ス は国道 S号線 神明

〜福井 間が 開 通 し ，鉄 道は下 表 の よ うに 部 分開通 した 。

口 福 武線 鯖 浦線 南 趣 線

2 武 生 新
〜

西 鯖江

3 厂r 社武生〜五 分市

4 武 生 新〜神明 水落〜西田 中
〃

5 〃 〃　　　 1社武 生〜粟田部

δ …武生新〜福井新 水落
〜

佐 々 生　
i
全線 開通 （23時 ）

2月 7 日 　軌道線 は 導用 軌道線終 端 （国道 9 号線 口 ）に 仮 ホ
ーム を設 け，急行列車 の 運転 を開

始。嶺北 バ ス は
一

部が 開通 し た 。
　　一．｝
2 月 i4 日ま で 　鯖浦線 は山間 部 に入 り幾 多の 難 関 を排 し な が ら ，や っ と ［2 日に 陶 の 谷駅 ，13 日に

樫 津駅，匡 日に 終点織 田駅 に 到着 し全 線開通 した。 11

2月 16日よ り
旨

1
　軌道線木 田 四 ツ 辻が ，【7 日 に 市役所 前 ま で ，19 日 に 福井 駅 前 と田 原 町駅 に 到 着 。

す べ て の 鉄 道線 と軌道 線 が開通 し た 。

阪 湘 バ ス は 嶺 北 の 5割 が開 通，
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（2）軌道線除雪 の む つ か しさ

　 平年 の 降雪で あれば，2 月に も な れ ば 大 候 も暖

か くな り積雪 は和 ら ぎ，臼然 に 解 け るの で あ るが

こ の 豪雪で は軌道線 の 除雪が 最大の 難関 で あ っ た。

　 県 の 雪害対策本部 よ り社 の 除雪対 策 本部 に ， 軌

道線 の 除雪 の た め架線 に 電気 が 通 っ て い る と危険

だ か ら切 っ て くれ るよ う指示があ っ た 。 線路が開

き運行 が で き る と喜ん で い た 。 だ が線路は開か ず，

逆 に雪塊 の 山，雪捨 て 場 に 〔写真 2−2）。や む な く

専用軌道終点 に 雪 の ホ ーム を仮設 し，2 月 7 日〜

16 日 ま で 営業 し乗客 の 利便を は か っ た 。 誰 言 う と

な く
”
福鉄 の 昭和基地駅

”
と （写真 2−3）。

（3 ）除雪体制 「除雪協力会」

　 海年 10 月頃 に 沿線市町村 の 協力を得 て ，農閑

期農家を刻象に 沿線各駅 の 除雪協 力をお願 い す る

会が っ く られ，職安 の 許 可を得 て 毎 年発 会 して い

る 。 駅 か らの 要請 に よ り各地区の 農家組合長 さ ん

に お願 い す る 。 平年に は積雪 も少な く要請回 数 も

少 な か っ た の で 順調 に 運用さ れ て 寄与は 大 きか っ

た が，今年 の 豪雪 に は 素直 に い か な か っ た 。 自家

の 雪下 ろ し除雪 は 別 と して ，街中 の 屋根 下 ろ し除

雪 に 行 っ た方が，賃金待遇が良い の と の こ と で 集

ま らな か っ た
。 そ こ で ， 協力会 の 協定 人人賃 は甲

（男）580 円，乙 （女）430 円の 協定を，急遽 30 口

に 甲 650 円，乙 500 「
i／1に 値上 げされ た 。 それ で も

集ま らず街中が少 し落着き か か っ た 5 目 頃 よ り，

よ うや く要員を 確保 で きる よ うに な っ た 。 そ の 間，

会社 は 男女 を 問 わ ず全社員 ， 出入 り関係⊥木作業

員とで 除雪 作業を徹夜 で 行 っ た （写真 2−4）。

　 こ の 間， 1 月 28 日 に次 い で 再度 2 月 7 日 に 自

衛隊 の 出動 を要請 した が 実現 しな か っ た。祉 武生

駅 で は ， 隣の 国鉄武生駅構内で 多数 の 自衛隊 々 員

が除雪 作業に励ん で い る の を 見て ，前項 の 軌道 線

除雪の ときと 同様 に 官尊民卑 の 念 に苛 ま さ れ た 。

　 しか し，2 月 5 ロ に は 北中山村地区 の 無料奉仕

隊 550 名 の 協力があ り，6 日 よ り南越線が 全線開

通 した （写真 2−5）。また，2 月 7 日 に は 社 武生 貨

物線 に 人夫 500 人，社員 200 人，東洋化成株式 会

社 15U 人，国鉄 さん の 協力があ り ， 8 囗 よ り貨物

列車 の 運転が 開始 し た （写真 2−6）。 以 一1．：の よ う に ，

多 くの方々 の 暖か い 奉仕 に 社員　
・
同感謝 し た。

335

羅 蹴

藍

写 真 2−1 鋸 で 雪 塊 を挽 き出す （S38．2）

写 真 2−2　木 口 四 ツ 辻停留所 の 堆雪 （S38．2．10）

黛
蘿 戀il毳 …ゆ、．

髴 斯ギ

il錠獅 ／
臨

写真 2−3　木出 仮停留所 （S38．2．8）
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（4 ）豪雪時 の 除雪 「窓あけ排雪」

　例年 の 積雪は多 くて 1．5m 前後 で ，線路 は盛土，

線路道床，線路合わ せ て 80cm 程 の 高さ が あ る の

で，電車 ス ノ
ープ ロ

ーで 道床下に 排雪 し，後整 理

を人力で 補完 して い た 。 三 八豪雪で は，24 日 よ り

連 日 40〜50cm の 積雪 と猛吹雪に よ る 吹 き溜ま

りが毎 日の排雪跡に 加わ り，線路 12m に も達 し

て 作業 は難渋 した 。

”
賽の 河原

／一
とは こ の こ と と実

写 真 2−4　徹夜で 排雪 に 励 む 社員 （曲武生 〜家久間，
　　　 S38．1．27）

感 した。

　社の 除雪対策本部 は 28 日，線路の 両側に長さ 4

m に 幅 3m の 穴を 10m （現場 に お い て適宜伸縮）

お きに窓穴を空 け， そ の 後を除雪車 で 排雪す る作

業方法を指示した 。 こ の 作業方法は非常 に 適切で ，

30 口 と 31 日の 猛吹雪後よ り遅々 で は あ っ たが除

雪は 進行 した （写真 2−7，写真 2−8）。

（5 ）ブ ル 排雪

　 1月 31 日，宮崎村よ り
”
橋が 落 ち て 道路が 通

れ な い の で 線路を通 して ほ しい
”

とい う連絡が あ

り，本部 は工務課 と相談 した結果 ， 下江波 〜江波

間で プ ル を通 した
。

そ の 通 し た 後 が，予想外 に う
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・鱒 罰ザ

轢
・

秘

羅

飜

写真 2−6　籵武生貨物線 の 排雪作業 （S38．2．7）
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写 真 2−5　奉仕協力 の 穴 あ け 排雪 （野 岡 〜定 友間，
　　　 S38 ．2．5 ）

響灘
風 ．／・1敷

一 囁馨广

蘭 擺 囀 盤  

写真 2−7　窓 あ け排雪 （陶の 谷
〜
樫 津 問，S38 ．2．13）
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ま く除雪され て い た の で，福武線 の 神明 〜鳥羽中

駅間，複線区間，鯖浦線の 陶 ノ 谷 〜樫津間 長谷 ノ

坂 の 人家密集地域，ま た は谷間 に 挟 まれ た搬雪の

で きない 場所 に 出動 し効果を一ヒげ た （写真 2−9）。

　当時 の 賃借料は 1 時間当た り 3，500 円，除雪｛ll｛

業に 引 き手 あまた で なかな か借 り られ な か っ た。
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写真 2−8　窓 あ け排雪 の 機関車 （江波駅，S38 ．2．14）
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写真 2−9　ブ ル 排雪 （神明
〜

鳥羽中間，S38 ．2．3）
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す る資料 ・
写真，向井 昭氏 （鉄道研究家）が所有

す る写真，福井新聞 の 記事を参考 さ せ て 頂 き，提

供を受けた もの で あ る 。

3 ．平成 13年大雪で 露呈 した 諸問題 と地

域 の課題

　　　　　　　　　　　 川本義海   本多義明
’

　 3．1　は じめ に

　福井地域で は こ れまで 数回 に わ た り豪雪 ・大雪

に 見舞わ れ て い る もの の ，昭和 20 年，昭和 38 年，

昭和 56 年，そ して 平成 13 年と い っ た よ うに 1’数

年 と い う間隔で や って くる臼然事 象で あ る ため ，

そ の 記憶は年月と と もに 次第 に 人 々 の 意 識 の 中 に

埋 もれ て い く。 こ れ は地震や噴火 ， 洪水 と い っ た

自然災害 に 共通 した宿命的な もの で あ る と い え る。

しか し，もち ろ ん こ れ ら は看過 で きる もの で は な

く ，
い っ か分か らな い 来 るべ き時 に 備 え ， 目 頃よ

り 1．分な対策を講 じて おく こ と，ま た 災害後 の 対

応 も考慮 して お く こ と は地域の安全，安心 な くら

しに と っ て 必要不可欠で あ る 。

　そ こ で本稿 で は，籵会環境 の 変化 の 中で 豪雪 ・

大雪を捉え，まだ 記憶 に 新 しい 平成 13 年 の 大雪

で 露呈 した 諸問題 と地域 の 課 題 に っ い て ，地域 と

し て 今後 日然災害 に対 し ど の よ うな 姿勢 で 向 き合

うべ きか，関連 す る既 往調 査 研究
1＞一’　4）を踏 ま え

述 べ る 。

　3．2　平成 13 年大 雪 が 福井地 域 に 及 ぼ した影響

　福 廾地域 で は 1 月 13 目か ら 19H に わ た る 1

週問，昭和 61 年以 来 15 年 ぶ りの 大 雪 とな っ た 。

幸 い に もこ の 大雪は市民 の 多 くが我慢 の 限界 に 達

した と思わ れ る あ た りで終息 に向か っ た た め，危

機的な状況 に は 陥 らず に 済 ん だ 。 しか しな が ら 大

雪影響下 の 約 1週間， 特に交通機関は大 き く混乱

し，H 常生活 や 経済活動 に 多大 な 影響 を 与え た 。

（1）広域幹線交通 の寸断

　連 日 に わ た る 交通 の 混乱は，臼動車 （臼家用車）

’
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